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ABSTRAK 

Chika Amalia. 2026. Analisis Kecerdasan Interpersonal Tokoh Oishi Sensei dalam 

Novel Nijuushi no Hitomi Karya Sakae Tsuboi: Kajian Psikologi Sastra. Skripsi. 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas 

Negeri Jakarta. 

Penelitian ini mengkaji kecerdasan interpersonal tokoh Oishi Sensei dalam novel 

Nijuushi no Hitomi karya Sakae Tsuboi. Penelitian ini bertujuan mengetahui 

dimensi kecerdasan interpersonal pada tokoh Oishi Sensei serta menganalisis 

penggambaran kecerdasan tersebut melalui metode karakterisasi langsung (telling) 

dan tidak langsung (showing). Penelitian ini dilakukan karena kajian yang secara 

khusus membahas kecerdasan interpersonal tokoh dengan mengintegrasikan 

dimensi kecerdasan interpersonal dan metode karakterisasi tokoh masih terbatas. 

Penelitian ini menggunakan pendekatan psikologi sastra dengan metode deskriptif 

kualitatif. Teknik pengumpulan data dilakukan melalui studi pustaka dan teknik 

simak-catat. Kerangka teori yang digunakan meliputi, teori kecerdasan majemuk 

Howard Gardner dengan fokus pada kecerdasan interpersonal, dimensi kecerdasan 

interpersonal menurut Safaria yang mencakup social insight, social sensitivity, dan 

social communication, serta metode karakterisasi tokoh menurut Albertine 

Minderop. Hasil penelitian ditemukan 56 data kecerdasan interpersonal Oishi 

Sensei. Dimensi social insight paling dominan dengan 25 data, diikuti oleh social 

sensitivity sebanyak 16 data, dan social communication sebanyak 15 data. 

Kecerdasan interpersonal Oishi Sensei paling banyak muncul dalam interaksinya 

dengan murid. Dari segi metode karakterisasi, metode tidak langsung (showing) 

lebih dominan digunakan dibandingkan metode langsung (telling), yang 

menunjukkan bahwa kecerdasan interpersonal tokoh ditampilkan melalui tindakan, 

dialog, dan respons dalam situasi sosial. Penelitian ini menyimpulkan bahwa 

kecerdasan interpersonal merupakan aspek utama dalam pembentukan karakter 

tokoh dan ditampilkan secara konsisten sepanjang cerita. Temuan penelitian ini 

diharapkan dapat memperkaya kajian psikologi sastra, khususnya dalam analisis 

karakter tokoh, serta memberikan kontribusi praktis bagi dunia pendidikan melalui 

representasi sosok pendidik yang empati, komunikatif, dan humanis. 

Kata kunci: kecerdasan interpersonal, psikologi sastra, metode karakterisasi, 

Oishi Sensei, Nijuushi no Hitomi 
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ABSTRACT 

Chika Amalia. 2026. Analysis of the Interpersonal Intelligence of the Character 

Oishi Sensei in the Novel Nijuushi no Hitomi by Sakae Tsuboi: A Psychology of 

Literature Study. Thesis. Japanese Language Education Study Program. Faculty of 

Language and Arts. Jakarta State University. 

This study examines the interpersonal intelligence of Oishi Sensei in Sakae 

Tsuboi’s novel Nijuushi no Hitomi. The research aims to identify the dimensions of 

Oishi Sensei’s interpersonal intelligence and to analyze its depiction through direct 

and indirect characterization methods. This study is conducted due to the limited 

number of literary studies that integrate interpersonal intelligence dimensions with 

characterization analysis.The research employs a literary psychology approach 

using a qualitative descriptive method. Data were collected through literature study 

and observation–note-taking techniques. The theoretical framework includes 

Howard Gardner’s theory of multiple intelligences focusing on interpersonal 

intelligence, the dimensions of interpersonal intelligence proposed by Safaria 

namely social insight, social sensitivity, and social communication and Albertine 

Minderop’s characterization theory. The findings reveal 56 data related to Oishi 

Sensei’s interpersonal intelligence. Social insight appears as the most dominant 

dimension with 25 data, followed by social sensitivity with 16 data and social 

communication with 15 data. Oishi Sensei’s interpersonal intelligence is most 

evident in interactions with students. In terms of characterization, indirect methods 

are used more dominantly than direct methods, indicating that interpersonal 

intelligence is primarily conveyed through actions, dialogue, and responses in social 

situations. This study concludes that interpersonal intelligence is a central aspect of 

Oishi Sensei’s character formation and is consistently portrayed throughout the 

narrative. The findings are expected to contribute to literary psychology studies and 

provide educational insights into the representation of an empathetic and humanistic 

educator. 

Keywords: interpersonal intelligence, literary psychology, characterization 

method, Oishi Sensei, Nijuushi no Hitomi 
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壺井栄の小説『二十四の瞳』における大石先生の対人知性の人物描写の分析：文

学心理学の研究 

ジャカルタ国立大学 

Chika Amalia 

chikaamaliaa963@gmail.com  

 

概要 

A. 背景 

文学はサンスクリット語に由来し、「指導する」または「教える」を意味する

「sas」と、「道具」または「手段」を意味する「tra」の組み合わせである(Hawa, 

2017)。現代の文脈では、文学は創造的かつ想像力豊かな人間の表現形態として理解

されている。Wellek & Warren (2016)は、文学が芸術作品に含まれる創造的活動であ

ると述べている。この見解は、文学が作家の人間生活や経験した社会的現実への思

索から生まれるという理解によって補強される。 

人間生活の反映として、文学作品は行動、感情、社会的関係を描き出し、読者

が登場人物の性格を深く理解することを可能にする。したがって、文学作品は様々

なアプローチで研究され得るが、その一つが文学心理学である。Minderop (2016)は、

文学心理学を、文学作品の登場人物に反映される心理的プロセスと活動を分析する

学問と説明している。このアプローチは、文学と心理学がともに人間の生活を研究

対象とするため、登場人物の性格理解に適している。 

文学心理学における研究では、登場人物の性格分析が重要な焦点となる。

Endraswara (2008)は、文学心理学における真正な研究の一つとして、キャラクター

化を通じた登場人物の性格分析を挙げている。このキャラクター形成を考察するた

め、本研究では Minderop (2005)が提唱したキャラクター描写の方法を用いる。この

方法により、登場人物の行動、発言、思考、社会的相互作用に反映される直接的描

写（語る）と間接的描写（示す）を通じたキャラクター分析が可能となる。 

さらに、登場人物の性格は、その人物が持つ知性の側面にも影響を受ける。

Gardner (2011)は、多重知能理論を通じて、知性は認知能力に限定されず、8 種類の

知能から構成されると説明している。その一つが対人知能である。Gardner (2011)は

対人知能を、他者の感情、動機、性格、意図を理解する能力、および社会的相互作

用における言語的・非言語的表現に対する感受性と定義している。本研究では、

Safaria (2005)が提唱した 3 つの次元、すなわち社会的洞察力（social insight）、社会
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的感受性（social sensitivity）、社会的コミュニケーション（social communication）を

通じて対人知能を分析した。 

上記の枠組みに基づき、坪井栄の小説『二十四の瞳』は研究対象として選ばれ

た。主人公の大石先生には顕著な対人知性が描かれており、共感力に富み、思いや

りがあり、社会的調和を重んじる女性教師として描かれている。この小説は、第二

次世界大戦前後の日本社会の生活を背景に、大石先生が社会的関係を構築し、周囲

の環境に対応する様子を示しているため、文学心理学の視点から分析するのに適し

ている。したがって、本研究では、文学心理学のアプローチとキャラクター化方法

を用いて、登場人物の対人知性の描写を理解することが適切である。 

 

B. 問題提供 

 1. 壺井栄の小説『二十四の瞳』において、大石先生の対人知性の次元は、物語、

対話、   行動を通して、生徒、社会、家族との相互作用にどのように反映されて

いるのか。 

2. 壺井栄の小説『二十四の瞳』において、大石先生の対人知性が、直接的な方法

（語る）と間接的な方法（示す）を通して、どのように描かれているか。 

 

C. 結果と検討 

本研究では、壺井栄の小説『二十四の瞳』を対象に、大石先生の対人知性につ

いて分析を行った。その結果、大石先生の対人知性は、社会的洞察、社会的感受性、

社会的コミュニケーションの三つの次元を通して描かれていることが明らかになっ

た。中でも、社会的洞察の次元が最も顕著であり、大石先生は社会的状況や他者の

立場を的確に理解し、それに応じた適切な行動や態度を選択する人物として描かれ

ている。また、社会的感受性は他者の感情や反応の変化を察知する点に、社会的コ

ミュニケーションは穏やかで配慮のある発話や関わり方に表れている。さらに、対

人知性の描写は主に間接的な方法（示す）によって表現されており、行動や対話を

通して人物像が自然に形成されていることが確認された。次は、大石先生の対人知

性の各次元を示した分析表である。 

 

大石先生における対人知性の社会的感受性の次元 

番 データ 
社会的感受性

次元の指標 
方法 

1. 

．．．だんだん大きく目をみひらいた先生は、顔色さえもす

こしかえて、「まあ、ソンキさん、うちの人たち、けがしな

かったの?」見まわすと、ソンキの岡田磯吉は、びっくりし

たのがまださめないようなようすで、 こっくりをした。 

共感的態度と

向社会的態度 

間接法

（示す） 

2. 

三時間めの唱歌のとき、おなご先生は思いついて、生徒をつ

れ、さいなんをうけた家へお見舞いにいくことにした。いち

ばん学校に近い西口ミサ子の家へより、見舞いのことばをの

べた。なんといっても家がぺっちゃんこになったソンキの家

共感的態度と

向社会的態度 

間接法

（示す） 
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が被害の第一番だとみんながいうので、つこうじんぎには荒

神さまの上にあるソンキの家へむかった。 

3. 
一家七人が今夜からそこにねるのかと思うと、気のどくさで

すぐにはことばも出ないでいるのを、．．． 
共感的態度 

直接法 

（語る） 

4. 
感情をなかなかことばにしない早苗のそのなみだを見たとた

ん、先生の目にもおなじようになみだがもりあがってきた。 
共感的態度 

間接法

（示す） 

5. 

松江はこっくりうなずいて、うれしそうに先生の顔を見あげ

た。松江の目がこんなにもやさしいのを、はじめて見たよう

な気がして、先生はその長いまつ毛におおわれた黒い目に、

じぶんの感情をそそいだ。仁太のことはもう、ひとまずなが

して、心はいつかなごんでいた。松江にとってもまた、その

数倍のよろこびだった。 

共感的態度 
直接法 

（語る） 

6. 

入学の日のことを思いだして、ユリの花の絵のついたべんと

う箱をみやげに松江の家をたずねたのは、かの女の母親がな

くなってから一月ぐらいたっていた。 

共感的態度と

向社会的態度 

直接法 

（語る） 

7. 

「そう、マッちゃん、うれしそうだった?」．．． 

．．．きゅうにハンカチを顔にあてて、くっくっとなきだし

た先生におどろいて、．．． 

共感的態度 
間接法

（示す） 

8. 

「ふなんかわるないゆうて、なぐさめてあげなさい、小ツや

んも早苗さんも。それより、富上子さんどうした?」 
共感的態度と

向社会的態度 

間接法

（示す） 

9. 

さっきから磯吉はずっと、よそゆきことばでかたくなってい

る。それをほぐすように、「いい番頭さんになりなさいね。

ときどき先生にお手紙くださいね。きのう、小ツやんに写真

ことづけたでしょ。あのときのこと思いだして。」 

共感的態度 
間接法

（示す） 

10. 

「これ、おせんべつ、はがきと切手なの。」もらいものの切

手帳とはがきをあたらしいタオルにそえてつつんだのを磯吉

にわたし、竹一にはノート二さつとえんぴつ一ダースをいわ

った。 

向社会的態度 
間接法

（示す） 

11. 

「大吉い!」と、きつい声でよんだ。口の中をかわかしたよう

な顔をして大吉はつっ立ち、きょとんとしている。はたきと

羽子板を鉄砲にしている並木と八津がやめずにうたいつづ

け、走りまわっているなかで、大吉のふしんがっているきも

ちをうずめてやるように、いきなりせなかに手をまわす

と、．．．おしよせてくるのを、おなじようにわあっとさけ

びかえしながら、ひっくるめてかかえこみ、「こんな、かわ

いい、やつどもを、どうして、ころして、よいものか、わあ

っ、わあっ。」調子をとってゆさぶると、三つの口はおなじ

ようにして、わあっ、わああ、と合わせた。 

共感的態度と

向社会的態度 

間接法

（示す） 

12. 

あの日、しょげている大吉の心をひったててやるように笑顔

でかたをだいてやり、 「なにをしょげてるんだよ。これから

こそ子どもは子どもらしく勉強できるんじゃないか。さ、ご

はんにしよ。」 

共感的態度と

向社会的態度 

間接法

（示す） 



 

xvi 

 

13. 

磯吉が失明して除隊になったと早苗からきかされたとき、早

苗といっしょに声をあげてないた先生であったが、あのとき

のかなしみはいまも心のそこにしずもっている。 

共感的態度 
直接法 

（語る） 

14. 

なげだすようにいってはいるが、それはじつに思いやりのあ

るマスノのはからいであることを、先生はひそかに感じた。 共感的態度 
直接法

（語る） 

15. 
かわいそうだった松江、そのかわいそうさをくぐってきたこ

とをじぶんのはじのように卑下しているような松正………… 
共感的態度 

直接法 

（語る） 

16. 

あいづちのうてない吉次にかわって大石先生は答えた。 

「そう、そう、そうだわ。そうだ。」 
共感的態度と

向社会的態度 

間接法

（示す） 

 

大石先生における対人知性の社会的洞察の次元 

番 データ 
社会的洞察次元

の指標 
方法 

17. 

先生は笑顔のなかで、すこしたしなめるように、「相沢仁

太くんは、すこしおせっかいね。声も大きすぎるわ。こん

どは、よばれた人が、ちゃんとへんじしてね。」 

状況と社会倫理

に対する理解と

問題解決能力 

間接法

（示す） 

18. 

思わずふきだしそうになるのをこらえ、先生はおさえたよ

うな声で、「へいは、すこしおかしいわ。はいっていいま

しょうね、マスノさん。」すると、おせっかいの仁太がま

た口をいれた。 

「マアちゃんじゃ。」 

先生はもうそれを無視して、つぎつぎと名まえをよんだ。 

自己認識と状況

と状況と社会倫

理に対する理解 

間接法

（示す） 

19. 

おなご先生はびっくりしてしまった。顔を赤らめ、うつむ

いてかんがえこんだ。 ――――着物きて、あるいてかよえ

というのかしら。往復四里(十六キロ) の道を………。 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

20. 

そのとおりだと思った。しかし、せっかくきたのだから、

『ことでもソンキの家の人たちに見舞いをいおうと思い、

なんとなくぐずぐずしていたが、だれもとりあってくれな

い。しかたなくもどりかけながら、てれかくしに子どもた

ちに、はかった。「ね、みんなで、これから道路のじゃり

そうじをしようか。」 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解と問題

解決能力 

間接法

（示す） 

21. 

きゅうにわらいをけした先生は、すぐおじぎをしながら、

「あら、しつれいいたしました。しけでたいへんでしたな

あ。きょうは石ころそうじのお手つだいをしています

の。」 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

間接法

（示す） 

22. 

先生は、しんぱいそうにとりまいている生徒たちに気がつ

くと、なきそうな顔でわらって、しかし声だけは快活

に、．．． 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

間接法

（示す） 

23. 
「さ、もうやめましょう。小石先生しっぱいの巻だ。浜

で、歌でもうたおうか。」 

状況と社会倫理

に対する理解と

問題解決能力 

間接法

（示す） 



 

xvii 

 

24. 

「もっと、みんなの顔見ていたいけど、もうすぐ日がくれ

るからね。うちの人、しんぱいしてるわよ。」 

かえりたがらぬ子どもらをなだめて、やっと船にのせたの

は四時をすぎていた。 

状況と社会倫理

に対する理解 

間接法

（示す） 

25. 
じぶんのばか正直さに気がつき、これからは米とも豆とも

いわないことにきめた。 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

26. 

魚をくれたのはこの人かと思い、用心しいしい、頭をさげ

た。 

「こないだは、けっこうなお見舞いをありがとうございま

した。」 

するとその人は、きゅうにあわてだし、「いや、なに、こ

とづけようと思とったんですが、つい、おくれてしもて、

まにあいませなんだ。」 

先生のほうもおなじようにあわてて、赤い顔になり、 「あ

ら、どうもしつれいしました。思いちがいいたしました

の。」 

 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

間接法

（示す） 

27. 

あまりに事情が明白なので、それでも松江を学校によこせ

とはいえず、 だまって松江の顔を見た。 

 

状況と社会倫理

に対する理解 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

28. 

「早く、学校へこられるといいわね。」いってしまって、

はっとした。それは赤んぼうに早く死ねということになる

のだ。思わず赤くなったが、松江たち親子には、はっきり

ひびかなかったらしく、ただ感謝のまなざしでうけとられ

た。 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

間接法

（示す） 

29. 

「せんせ、月夜のカニとやみ夜のカニと、どっちがおいし

いん?」 

「せんせ、月夜じゃなあ。」 

マスノや小ツルやミサ子たちだった。 

「さあ、ねえ。やみ夜のように思うけど･･････。」 

男組がわあっときた。「ほらみい、ほらみい。」 

こんどは先生はわらいながら、「でも、月夜のような気も

する････……。」女組が両手をあげ、とびとびしてよろこ

んだ。そうしてさわぐことがおもしろく、 だれもそれを本

気にしてかんがえていなかったのだが、．．． 

状況と社会倫理

に対する理解 

間接法

（示す） 

30. 
「じゃあ、みんなでためしましょうね。」 

じょうだんにそういって、その日はすんだの．．． 
問題解決能力 

間接法

（示す） 

31. 

「じゃあこうしましょう。あとで小使いさんにこれをにて

もらい、きょうの理科の時間に研究しようじゃないの。そ

れから、カニっていう題でつづり方も書いてくるの。」 

問題解決能力 
間接法

（示す） 



 

xviii 

 

32. 

へたにさそい出したりしなかったことを、松江のためによ

ろこびながら、いまでも一種のもどかしさで思いだされる

松江であった。 

状況と社会倫理

に対する理解 

直接法 

（語る） 

33. 

「そんなら、高等科へ一年でもきたら?」 

だまってうつむいている。 

「先生が、うちの人にたのんであげようか?」．．． 

．．．「あら、こまったわね。先生がたのみにいっても、

そのやくそく、やぶれん。」 

状況と社会倫理

に対する理解と

問題解決能力 

間接法

（示す） 

34. 

「でもね、コトエさん――――。」それはまちがっている

のだといおうとしてやめた。かんしんね、といおうとして

それもやめた。気のどくねというのも口を出なかった。 

自己認識 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

35. 

さりとてコトエを高等科に進学させることで、まずしい漁

師一家のかんがえが一新されるものではないと思うと、空

をながめてため息をするよりなかった。 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

直接法 

（語る） 

36. 

子どものくせに、と思ったが、かたをすかさずに答えた。

「そうなの。ごめんなさい。ごはんたべれないから、こん

なにやせたんだもん、すこしげんきになってからくる

わ。」 

自己認識 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

37. 

「そうお、そうかな。ま、よくかんがえなさいね。」うか

つにもののいえないきゅうくつさを感じ、あとは、だまっ

て男の子の顔を見つめていた。 

自己認識と状況

と社会倫理に対

する理解 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

38. 

「大吉、つかれないかい。手に豆ができるかもしれん

な。」 

「豆ができたって、すぐにかたまらあ、ぼく、へいき

だ。」 

「ありがたいな。でも、あしたからもっと早めに出かけよ

うか。」 

「どうして。」 

「先生のむすこが、まいにちちこくじゃあ、なにがなんで

もふがわるい。そのうちおかあさんも、また自転車を手に

入れる算段するけども。」 

状況と社会倫理

に対する理解と

問題解決能力 

間接法

（示す） 

39. 

「そうよ。おまえたちとやくそくしたから、おかあさんこ

まったのよ。いっしょにかんがえてよ、並木も大吉も。お

かあさん、歓迎会にいかないで、うちにいたほうがい。」 

状況と社会倫理

に対する理解と

問題解決能力 

間接法

（示す） 

40. 

「じゃあね、これはどう。八津の年忌はのばすのよ。そし

て、あさっては本様ヘビク ・ニックとしようや。おかあさ

んの会は木月楼閣よ。ほら、香川マスノって生徒のやって

る料理屋。そこで、歓迎会がすむまで、おまえたち、本村

の八幡さまや観音さんであそぶといい。おべんとうは、波

止場ででもたべなさいよ。そうだ、つりざおもってって波

止場でつりしたっておもしろいよ。どう?」 

問題解決能力 
間接法

（示す） 
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41.                                             

並木に大石先生といわれたことで、思わずにやりとなり、 

「へえ、大石先生か、このおかあさんが･･････。」 

岬ではなきみそ先生といわれているといおうとしてやめ

た。 

自己認識 
直接法 

（語る） 

 

大石先生における対人知性の社会的コミュニケーションの次元 

番 データ 

社会的コミュニ

ケーション次元

の指標 

方法 

42. 
「さ、みんな、じぶんの名まえをよばれたら、大きな声で

へんじするんですよ。―――― 岡田磯吉くん。」 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

43. 

「はい。」 

「あんたのこと、みんなはどういうの?」 

「マッちゃん。」 

「そう、あんたのおとうさん、大工さん。」松江はこっく

りした。 

「西口ミサ子さん。」 

「はい。」 

「ミサちゃんていうんでしょ。」かの女もまた、かぶりを

ふり、小さな声で、「ミイさん、いうん。」 

「あら、ミイさんいうの。かわいらしいのね。」 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

44. 

先生のほうもいちいちあいさつをかえした。かれかわこの 

「ありがとうございます。そのせつは、お米をいただいた

りしまして、すみませんでした。」．．． 

．．．「こないだはどうも、きれいなソラマメありがとう

ございました。 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

45. 

「そう、ありがとう、でも、こまったわ。もっと早くそれ

がわかってたらよかったのに、先生もう、学校やめた

の。」 

「．．．．．．。」 

「きょうは、だからおわかれにきたの。さよなら、いい

に。」 

「．．．．．．。」 

みんなだまっていた。 

「べつのおなご先生が、すぐきますからね、みな、よく勉

強してね。先生、とっても岬をすきなんだけど、この足じ

ゃあしかたがないでしょ。また、 よくなったら、くるわ

ね」 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

46. 

「せんせ。」 

「なあに。」 

「あの、あの、うちのおかあさん、女の子うんだ。」 

「あらそう、おめでとう。なんて名まえ?」 

感情的傾聴の技

術と効果的な話

し方の技術 

間接法

（示す） 



 

xx 

 

「あの、まだ名まえないん。おとつい生まれたんじゃも

ん。あした、あさって、しあさって。」 と、松江は三本の

指をゆっくりとおり、 

「六日ざり(名付け日)。こんど、わたしがすきな名まえ、

かんがえるん。」 

「そう、もうかんがえついたの?」 

「まだ。さっきかんがえよったん。」松江はうれしそうに

ふっとわらい、 

「せんせ。」と、いかにもこんどはべつの話だというふう

によびかけた。 

「はいはい。なんだかうれしそうね。なあに。」 

「あの、おかあさんがおきられるようになったら、アルマ

イトのべんとう箱、買うてくれるん。ふたにユリの花の絵

がついとる、べんと箱。」 

すうっとかすかな音をさせて息をすい、松江は顔いっぱい

によろこびをみなぎらせた。 

「ああら、いいこと。ユリの花の絵がついとるの。ああ、

赤ちゃんの名まえもそれなの?」 

「まだ、わからんの。」 

「ふうん。わかりなさいよ。ユリちゃんにしなさい。ユリ

コ? ユリエ? 先生、ユリエのほうがすきだわ。ユリコはこ

のごろたくさんあるから。」 

47. 
「マッちゃん、これ、ユリの花のべんとう箱よ。あんたが

学校にこられるようになったら、つかいなさいね。」 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

48. 

先生はとうとう手紙をかいた。十日ほどまえになる。 

――――松江さん、赤ちゃんのユリエちゃんは、ほんと

に、かわいそうなことをしましたね。でももう、それはし

かたがありませんから、心の中でかわいがってあげること

にして、あなたはげんきをだしなさいね。学校へは、いつ

からこられますか。 先生は、まいにちマッちゃんのからっ

ぽの席を見ては、マッちゃんのことをかんがえています。 

早くこい、こい、マッちゃん。早くきて、みんなといっし

ょに、勉強しましょう。 

効果的な文章作

成能力 

間接法

（示す） 

49. 

「ざんねんですね。」それはいかにも適切なことばであっ

たが、コトエはそれでなぐさめられ、気もちがあかるくな

ったらしい。 

効果的な話し方

の技術 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

50. 

「小ツルさん、あんたはね、いらんことを、すこし、しゃ

べりすぎない? あんた産慶さんになるんでしょ。いい産婆

さんは、あんまり人のことをいわないほうが、いいこと

よ、きっと。これね、先生のせんべつのことば。いい産婆

さんになってね。」 

さすがに小ツルはちょこんとかたをすくめ、 

「はい、わかりました。」三日月の目でわらった。 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 



 

xxi 

 

「早苗さんも、いい先生になってね。早苗さんはもっと、

おしゃべりのほうがいいな。 これも先生のおせんべつ。」

かたをたたくと、早苗はこっくりしてだまってわらった。 

51. 

「タンコさん、ソンキさん、キッチンくんらに、よろしく

ね。気がむいたら、あそびにきなさいっていってね。」 

「先生、わたしらは?」小ツルはすぐあげ足をとる。 

「もちろん、きてちょうだい。こいっていわなくても、む

かしからあんたたちくるでしょう。あ、そうそう。」 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

52. 

「先生、ぼく、あしたの晩、大阪へ奉公にいきます。学校

は主人が夜学へやってくれます。」 

「あらま、ちっとも知らなかった。きゅうにきまった

の?」 

「はい。」 

「なに屋さん?」 

「質屋です。」 

「おやまあ、あんた質屋さんになるの?」 

「いえ、質屋の番頭です。兵隊までつとめたら、番頭にな

れるいいました。」 

感情的傾聴の技

術 

間接法

（示す） 

53. 

「やぶ入りなんかでもどったときには、きっといらっしゃ

いね。先生、みんなの大きくなるのが見たいんだから。な

んしろ、あんたたちは先生のおしえはじめの、そしておし

えじまいの生徒だもん。なかよくしましょうね。」 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

54. 
「さ、いってらっしゃい。そのうち、みんなで一ど、先生

とこへきてくれない。」 

効果的な話し方

の技術 

間接法

（示す） 

55. 

「からだを、だいじにしてね。」そして、いちだんと声を

ひそめ、名誉の戦死など、しなさんな。生きてもどってく

るのよ。」 

効果的な話し方

の技術 

直接法

（語る）

と間接法

（示す） 

56. 

「おかあさん、ぼくらのピクニックのほうが早くすんだら

どうしよう。」 

「そしたら水月の下の浜で、石でもなげてあそんどればい

い。」 

「本村の子が、いじめにきたら。」 

「ふん、並木もいじめかえしてやりゃあいい。」 

「ぼくらよりつよかったら。」 

「かいしょうのない、大きな声でわあわあなくといい。」 

「わらわれらあ。」 

「そうだ、わらわれらあ。なき声がきこえたら、おかあさ

んも、水月の二階から、手たたいてわらってやらあ。」 

「おかあさんの歓迎会、浜の見えるへや?」 

「たぶんそうだろう?」 

「そんならときどき顔出して見てなあ。」 

「よしよし、見て、手をふってあげる。」 

感情的傾聴の技

術と効果的な話

し方の技術 

間接法

（示す） 



 

xxii 

 

「そしたら、大石先生とこの子じゃと思うて、いじめんか

もしれん。」．．． 

．．．大吉がさけんだ。 

「おかあさん、もしも、雨ふってきたら、どうしよう

か。」 

「あんぽんたん。ふたりでかんがえなさい。」 

 

キャラクター描写の方法 

対人知性の次元 
直接法 

（語る） 

間接法（示

す） 

直接法（語る）と

間接法（示す） 
データの数 

社会的感受性 6 データ 10 データ なし 16 データ 

社会的洞察 3 データ 16 データ 6 データ 25 データ 

社会的コミュニケーション なし 13 データ 2 データ 15 データ 

データの合計 9 データ 39 データ 8 データ 56 データ 

 

 

D. 結論 

 本研究は、小説『二十四の瞳』における大石先生の対人知性が、社会的

洞察力、社会的感受性、社会的コミュニケーションという三つの次元を通じて表れ

ていることを示している。最も支配的な次元は社会的洞察力であり、大石先生が社

会的状況を理解し、自己と他者の立場を認識し、問題を適切に解決し、良好な関係

を維持するための適切な態度を決定する能力に現れている。また、社会的感受性は

他者の反応や感情の変化を敏感に察知する能力に、社会的コミュニケーションは穏

やかで落ち着きのある話し方と健全な人間関係を維持する姿勢にそれぞれ表れてい

る。これら三つの次元が相まって、大石先生は高い社会的洞察力を基盤とし、社会

的感受性と社会的コミュニケーションに優れた、周囲との調和を保つ教師像を形作

っている。 

 キャラクター描写の方法に関して、本研究の結果から、大石先生の対人

知性は主に間接的な方法（示す）によって描かれていることが明らかになった。特

に、対話や行動、さらにはさまざまな社会的状況における大石先生の反応を通して、

その対人知性が表現されている。直接的な方法（語る）は、主として人物の内面状

態を明示的に示す場面で用いられており、また、両者を組み合わせた描写も一部に

見られた。間接的な方法（示す）が中心的に用いられていることから、作者は読者

が観察可能な行動ややり取りを通して大石先生の対人知性を描き出しており、その

結果、人物像が物語の展開の中で自然に形成されていることがうかがわれる。 
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